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揮
代
　
英
　
の
　
思
　
想

秋

吉

久
紀
夫

　
一
九
三
一
年
四
月
二
九
日
、
国
民
党
上
海
竜
華
警
備
司
令
部
で
、
投
獄
さ
れ
て
い
た
ひ
と
り
の
男
が
、
秘
密
裡
に
刑
を
執
行
さ
れ
た
。

か
れ
は
死
に
臨
ん
で
次
の
詩
を
書
き
遺
し
て
い
た
。

　
　
浪
　
江
湖
憶
旧
游
　
　
江
湖
を
浪
　
し
て
旧
游
を
憶
う

　
　
故
人
生
死
各
千
秋
　
　
故
人
の
生
死
お
の
お
の
千
秋

　
　
己
捜
優
患
尋
常
事
　
　
す
で
に
憂
患
を
な
げ
う
つ
は
尋
常
の
事

　
　
留
得
豪
情
作
楚
囚
　
　
豪
情
を
留
め
得
て
楚
囚
た
ら
ん

　
　
（
沈
藻
英
「
罪
代
英
を
憶
ケ
」
一
九
五
九
年
七
月
．
『
人
民
中
国
」
四
二
頁
。
趙
霜
野
「
左
二
時
期
的
詩
歌
」
、
南
京
大
学
申
文
系
編

　
　
『
左
朕
時
期
無
産
階
級
革
命
文
学
」
一
九
六
〇
年
三
月
、
江
蘇
文
学
出
版
社
刊
、
二
一
九
頁
。
瀟
三
編
『
革
命
烈
士
詩
抄
』
一
九
五

　
　
九
年
四
月
、
申
国
青
年
出
版
社
刊
、
六
三
頁
）

　
か
れ
の
名
は
揮
代
英
（
一
八
九
五
～
一
九
三
一
）
と
い
い
、
三
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
当
時
揮
代
英
は
、
王
作
名
と
変
名
し
て
、
中
国
共

産
党
の
上
海
、
濾
東
区
行
動
委
員
会
の
書
記
を
し
て
い
た
が
、
本
務
は
申
国
共
産
党
中
央
委
員
会
委
員
、
政
治
局
員
、
中
央
宣
伝
部
担
当

の
重
責
に
あ
っ
た
。
　
（
沈
藻
英
「
揮
代
英
を
憶
う
」
。
波
多
野
乾
一
編
著
『
資
料
集
成
島
国
共
産
党
史
」
第
一
巻
、
二
二
七
頁
、
昭
和
三

六
年
六
月
、
時
事
通
信
社
出
版
局
刊
。
王
健
民
著
『
中
国
共
産
党
史
書
」
第
一
編
、
五
五
二
頁
、
民
国
五
四
年
八
月
、
国
立
政
治
大
学
）

　
こ
の
揮
代
署
に
つ
い
て
、
か
つ
て
胡
華
は
そ
の
編
著
『
中
国
革
命
史
講
義
』
　
（
中
国
人
民
大
学
中
共
党
史
系
中
共
党
善
教
揺
籠
編
、
胡

華
主
編
、
一
九
五
九
年
一
月
、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
刊
）
で
、
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
．
る
。

　
「
｝
九
一
四
年
、
帝
国
主
義
の
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
の
ち
、
中
国
の
民
族
資
本
主
義
の
急
速
な
発
展
は
、
封
建
主
義
の
束
縛
を
打
ち

「3
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破
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
中
国
の
先
進
的
な
知
識
分
子
は
、
蓑
世
凱
の
統
治
の
も
と
の
中
国
の
暗
黒
と
混
乱
と
に
心
を
痛
め
、
中
国
の
進

歩
と
改
革
と
を
要
求
し
た
。
こ
こ
に
中
国
人
民
の
あ
ら
た
な
覚
醒
を
代
表
す
る
新
文
化
運
動
は
、
一
九
一
五
年
創
刊
の
『
新
青
年
』
雑
誌

（
原
名
『
青
年
雑
誌
』
）
を
中
心
と
し
て
、
次
第
に
発
展
し
は
じ
め
た
。
当
時
の
新
文
化
運
動
の
基
本
的
要
求
に
、
三
項
目
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
民
主
を
提
唱
し
、
科
学
と
新
文
学
を
提
唱
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
『
新
青
年
」
雑
誌
は
、
民
主
と
科
学
の
二
面
の
旗
を
掲
げ
（
当
時
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
先
生
と
、
サ
イ
エ
ン
ス
先
生
を
擁
護
す
る
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
み

て
い
た
）
封
建
文
化
思
想
に
対
し
て
猛
烈
な
戦
闘
を
展
開
し
た
。
…
…
…
…
…
…
…
李
聴
唖
は
青
年
た
ち
に
「
過
去
の
歴
史
の
網
羅
を
つ

き
破
り
、
古
く
さ
い
学
説
の
牢
獄
を
打
ち
破
り
」
、
民
主
的
な
『
青
春
の
中
国
』
を
創
造
し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
、
中
国
人
民
の
革
命
的

な
気
慨
を
表
わ
し
た
。
陳
冬
営
は
、
フ
ラ
ン
ス
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
を
紹
介
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
原
則
を
伝
播
し
て
、
専
制
制
度
に
反
対
「

し
、
科
学
を
提
唱
し
、
迷
信
、
盲
従
、
独
断
の
封
建
哲
学
・
宗
教
に
反
対
し
た
。
当
時
『
新
青
年
』
雑
誌
に
は
、
揮
代
英
ら
の
多
く
の
文
・

章
が
発
表
さ
れ
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
や
、
自
然
科
学
を
紹
介
し
、
唯
物
論
や
無
神
論
が
弘
め
ら
れ
た
。
…
…
…
…
…
…
　
（
二
七
頁
）

十
月
革
命
後
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
ー
ボ
リ
シ
エ
ビ
イ
キ
の
学
説
が
、
中
国
に
伝
わ
り
は
じ
め
た
。
中
国
の
一
部
の
急
進
的
な

民
主
主
義
者
た
ち
、
す
な
わ
ち
李
大
黒
、
毛
沢
東
、
周
思
来
、
盟
黒
白
、
揮
代
英
お
よ
び
陳
独
秀
ら
を
代
表
と
す
る
ひ
と
び
と
は
、
十
月

革
命
の
勝
利
の
歓
呼
を
聞
い
て
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
受
け
入
れ
ば
じ
め
た
。
こ
う
し
て
中
国
に
、
一
群
の
初
歩
的
な
共
産
主

義
思
想
を
所
有
す
る
知
識
分
子
が
出
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
こ
そ
五
・
四
運
動
の
左
翼
で
あ
っ
た
」
と
。
　
（
二
九
頁
）

　
つ
ま
り
胡
華
は
、
揮
代
英
を
五
・
四
運
動
以
前
の
『
新
青
年
』
に
拠
る
新
文
化
運
動
推
進
の
わ
か
い
啓
蒙
た
ち
の
ひ
と
り
と
把
え
、
ま

た
五
・
四
運
動
を
身
を
も
っ
て
挺
し
た
左
翼
の
メ
ン
バ
ー
、
か
つ
中
国
に
お
け
る
初
期
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
思
想
を
有
し
た
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ

ャ
の
ひ
と
り
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
中
国
に
お
け
る
近
代
思
想
形
成
の
歴
史
は
、
そ
の
歴
史
的
状
況
の
追
求
の
み
か
ら
で
な
く
個
々
の
思
想
家
の
そ
れ
ぞ
れ
の

も
つ
独
自
の
思
考
、
心
情
的
傾
向
か
ら
も
、
総
体
的
に
把
握
し
な
く
て
は
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

揮
和
英
が
、
か
り
に
野
営
の
説
く
よ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
人
物
の
全
貌
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
い
ま
だ
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
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揮
代
英
は
、
一
九
一
九
年
五
月
四
日
に
端
を
発
し
た
五
・
四
運
動
の
際
、
武
昌
の
中
華
大
学
を
卒
え
て
、
同
大
学
附
属
中
学
の
教
導
主

任
を
務
め
て
い
た
。
か
れ
は
武
昌
の
没
落
し
た
読
書
人
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
先
祖
は
江
蘇
省
武
毎
の
人
で
あ
っ
た
。
　
（
『
革
命
烈
士
詩
抄
』

六
三
頁
。
沈
藻
英
「
揮
代
書
を
憶
う
」
）
か
れ
の
夫
人
で
あ
る
黒
藻
英
の
保
存
し
て
い
る
一
九
一
九
年
の
日
記
に
、
次
の
よ
う
な
個
所
が

あ
る
。

　
「
五
月
六
日
、
夜
、
香
浦
ら
と
伝
単
を
（
四
年
五
月
七
日
の
事
）
印
せ
ん
と
謀
る
。
余
の
擬
せ
ん
と
す
る
伝
単
文
は
下
の
如
し
。
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
じ

五
月
七
日
の
事
、
侠
気
あ
る
黄
帝
の
子
孫
よ
、
ホ
は
四
年
五
月
七
日
の
事
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。
い
ま
ま
た
五
月
七
日
の
来
る
。
あ
の
四
十

八
時
間
以
内
に
、
我
を
強
迫
し
て
二
十
一
力
条
を
承
認
せ
し
め
し
日
本
人
が
、
い
ま
ま
た
欧
洲
の
講
和
会
議
で
、
我
々
の
青
島
を
強
奪
し
、

我
々
の
山
東
を
強
奪
し
、
我
々
四
億
人
の
申
華
民
国
を
、
か
れ
ら
の
奴
隷
や
牛
馬
と
な
さ
し
め
ん
と
す
。
ホ
も
し
人
間
な
ら
ば
、
圷
は
な

お
も
金
銭
を
か
れ
ら
に
献
げ
、
盗
賊
を
ホ
の
父
と
み
な
す
か
。
わ
が
親
愛
な
る
父
老
兄
弟
た
ち
よ
、
我
は
絶
対
に
信
ず
、
ホ
が
人
間
性
を

無
み
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
立
場
に
到
ら
ん
こ
と
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
だ

　
五
月
七
日
、
暁
峯
よ
り
信
来
る
。
北
京
の
学
生
示
威
お
よ
び
各
界
の
騒
動
の
事
を
叙
せ
り
。
之
を
読
み
で
泣
下
る
。
売
国
賊
は
萬
た
び

死
せ
ど
も
、
以
て
其
の
事
を
蔽
う
に
足
ら
ず
…
…
…
…
・
…
－
我
は
願
わ
ず
、
同
学
が
愛
国
の
話
を
傷
わ
ざ
る
を
。
艶
わ
ざ
る
は
心
の
死
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る
し

る
が
た
め
な
り
。
我
は
願
わ
ず
同
旨
が
、
た
だ
倣
さ
ざ
る
と
の
み
慕
わ
ん
こ
と
を
。
そ
は
心
底
に
胆
気
の
無
き
徴
な
れ
ば
な
り
。
我
は
願

わ
ず
同
学
が
極
端
に
趨
ら
ざ
る
を
。
か
く
の
ご
と
か
ら
ざ
れ
ば
、
か
れ
は
真
の
感
情
も
真
の
知
識
も
有
す
る
を
見
ざ
る
が
た
め
な
り
℃
・
・
－

　
　
　
　
　
い
く
た

我
は
願
わ
ず
許
多
の
冷
た
か
ら
ざ
る
、
熱
か
ら
ざ
る
折
衷
論
を
聴
く
こ
と
を
。
そ
は
甚
だ
し
く
は
解
く
を
求
め
ず
の
心
理
の
表
現
の
た
め

な
り
。
」
　
（
張
豊
之
整
理
「
揮
代
十
王
五
四
運
動
期
間
的
日
記
、
『
歴
史
研
究
』
一
九
五
八
年
第
十
一
期
三
七
頁
）

揮
代
英
は
た
だ
ち
に
武
漢
学
生
朕
合
会
工
作
に
着
手
し
た
。
か
れ
の
五
月
十
一
日
の
日
記
に
は
、
「
学
生
団
（
学
生
朕
合
会
）
に
名
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
た
い

列
ね
し
も
の
十
八
校
、
学
生
四
三
七
六
人
、
食
言
（
原
文
湘
と
あ
り
、
問
違
い
と
考
え
る
）
北
学
界
に
て
は
、
破
天
荒
の
大
出
風
頭
な
血

と
。
　
（
前
出
四
〇
頁
）

　
と
こ
ろ
で
五
月
十
七
日
付
の
『
申
報
』
に
は
、

　
「
北
京
よ
り
の
通
訊
が
伝
わ
る
や
、
武
昌
の
各
大
学
は
起
ち
て
北
京
の
学
生
の
後
塵
を
歩
ま
ん
と
冒
せ
し
が
、
そ
の
筋
の
責
任
あ
る
各

校
長
が
、
集
会
を
耀
さ
ざ
る
の
み
か
・
軍
警
を
以
て
圧
迫
を
為
せ
り
・
各
校
の
学
生
は
益
々
憤
慨
を
礎
わ
せ
り
・
土
量
穐
武
昌
中

｝3
5
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華
大
学
・
高
等
師
範
・
高
等
商
業
専
門
・
…
…
弓
…
等
＋
五
学
校
は
ざ
き
に
代
表
邸
て
結
合
し
・
謂
霧
会
の
弁
ず
る
と
こ
ろ
の
文
華

大
学
を
仮
り
て
会
場
と
な
し
、
集
会
を
挙
行
せ
ん
と
す
か
十
二
時
各
校
の
学
生
の
場
に
到
る
も
の
計
約
二
千
余
人
、
群
情
激
昂
す
。
…
・
・
L

（
聾
振
黄
編
「
青
島
潮
」
、
中
国
科
学
院
研
究
所
第
三
所
近
代
史
資
料
編
輯
組
編
輯
『
五
四
愛
国
運
動
資
料
』
一
九
五
九
年
四
月
、
科
学

出
版
社
刊
、
七
九
頁
）
さ
ら
に
五
月
二
十
四
日
、
六
月
一
日
、
六
月
八
日
付
の
『
申
報
」
　
（
前
出
八
O
O
、
八
二
四
頁
）
に
そ
の
後
の
武

昌
で
の
運
動
の
展
開
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
揮
代
英
の
前
述
の
日
記
と
ま
っ
た
く
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
揮
代
英
は
当
時
、
黄
負
生
ら
と
「
学
生
周
刊
」
を
発
行
し
、
さ
ら
に
黄
要
旨
、
劉
子
通
、
早
書
渠
（
伯
釧
）
、
林
育
南
ら
と
『
武

漢
星
期
評
論
」
を
創
刊
し
、
学
生
運
動
、
労
働
運
動
、
女
性
解
放
運
動
な
ど
を
指
弾
し
た
が
、
同
時
に
か
れ
絃
武
昌
の
横
街
頭
に
利
群
書

社
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
車
群
繊
布
廠
を
設
置
し
た
。
（
「
五
四
時
期
武
漢
的
進
歩
刊
物
墨
染
」
、
申
共
申
央
馬
克
思
、
恩
格
斯
、
列
寧
、

斯
大
林
著
作
編
訳
局
研
究
室
編
著
『
五
四
時
期
期
刊
介
紹
』
第
二
集
、
四
八
四
頁
、
四
八
五
頁
、
一
九
五
九
年
四
月
、
人
民
出
版
社
刊
。
沈

藻
英
「
揮
代
英
を
憶
ヶ
」
。
　
『
革
命
烈
士
詩
抄
」
六
三
頁
）

　
こ
の
時
期
の
揮
代
引
の
思
想
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
さ
い
わ
い
に
も
、
二
つ
の
論
文
が
残
っ
て
い
る
。
一
つ
は
「
物
資
実
在
論
」
（
『

新
青
伍
」
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
一
七
年
三
月
一
日
）
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
「
論
信
仰
」
　
（
『
新
青
年
」
第
三
巻
第
五
号
、
一
九
一
七
年

七
月
一
日
）
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
武
昌
中
華
大
学
在
学
中
の
二
十
二
歳
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
に
文
言
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
物
質
実
在
論
」
で
は
、

「
回
し
天
地
は
も
と
天
地
無
き
な
り
・
・
山
河
は
も
と
山
河
無
き
な
窒
形
声
臭
味
物
境
は
・
も
と
形
声
臭
味
物
境
無
き
な
り
・
か
く

の
ご
と
か
れ
ば
、
人
こ
れ
を
信
ず
る
こ
と
有
ら
ん
か
。
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
対
談
の
間
に
お
い
て
は
、
明
明
、
ホ
あ
り
、
我
あ
る
な

　
　
　
　
　
　
お
も

り
。
す
な
わ
ち
謂
へ
ら
く
、
ホ
は
も
と
ホ
無
く
、
我
は
も
と
我
無
し
と
。
か
く
の
ご
と
か
れ
ば
、
人
こ
れ
を
信
ず
る
こ
と
有
ら
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

…
…
…
…
…
哲
学
者
は
此
の
問
題
に
対
し
て
、
意
見
初
め
一
種
に
止
ま
ら
ず
、
然
れ
ど
も
最
少
の
一
部
分
自
り
外
は
、
吾
人
と
完
全
の
同

意
を
表
わ
す
者
有
る
鍮
♂
・
或
い
は
物
質
は
実
在
な
り
と
謂
ふ
と
錐
も
・
然
れ
ど
も
其
の
物
質
は
決
し
て
実
在
と
な
す
所
以
の
者
は
、

を価
ほ
お
の
つ
か
ら
吾
人
と
異
な
れ
り
。
然
れ
ば
則
ち
こ
の
問
題
は
、
登
極
め
て
研
究
す
べ
き
価
値
を
有
す
る
問
題
た
る
に
非
ざ
る
か
。
」

と
前
置
き
し
て
こ
・
黎
徳
（
日
ぎ
ヨ
p
ω
菊
。
乙
ロ
コ
O
～
嵩
㊤
O
）
の
「
絶
対
実
在
説
」
。
『
摯
児
（
。
の
・
。
。
鋤
H
一
①
ω
島
㊤
。
～
h
§
）

陸
克
（
旨
。
ず
昌
　
ド
、
O
o
閃
Φ
・
　
　
①
ω
N
～
　
『
O
蔭
）
の
「
仮
定
実
在
説
」
。
三
、
康
徳
（
H
ヨ
ヨ
帥
：
①
一
内
⇔
三
．
　
『
謹
～
H
Q
。
O
ら
）
の
「
批
評
実
在

「3
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説
」
。
四
、
柏
克
尼
（
O
。
。
円
α
q
ρ
b
d
。
昆
。
一
。
ご
　
μ
O
o
。
劇
～
　
ぷ
。
。
）
と
謙
護
（
一
）
旨
く
一
α
　
｝
山
信
ヨ
O
り
目
刈
H
H
’
～
円
刈
刈
O
）
　
の
「
物
質
非
実

在
説
」
を
解
説
す
る
。
そ
し
て
結
論
と
し
て
自
己
の
意
志
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
吾
褄
薄
身
ず
実
在
な
り
と
・
何
を
似
て
物
質
の
実
在
な
る
を
知
る
か
・
曰
く
吾
人
の
知
覚
は
必
ず
感
官
の
外
物
の
激
刺
を
受

く
み
を
待
ち
て
後
発
生
す
る
な
り
ゆ
吾
人
直
接
に
以
て
外
物
を
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
と
錐
も
、
感
官
の
既
κ
激
刺
を
受
け
て
知
覚
を
発
生

せ
し
む
る
に
因
り
て
、
遂
に
決
し
て
外
界
に
は
必
ず
実
在
の
物
質
あ
り
と
為
す
。
此
亦
よ
ろ
し
く
信
ず
べ
き
な
り
。
吾
人
の
真
面
の
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
く

対
す
る
は
以
て
天
敵
の
懸
絶
の
ご
と
く
な
さ
ざ
る
は
鮮
し
ゅ
試
み
に
此
を
懸
絶
の
点
と
思
ふ
は
何
に
在
り
や
。
一
つ
は
対
象
の
あ
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
い
か
な
る
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
み
な

一
つ
は
対
象
の
な
き
の
み
。
此
等
の
区
別
は
、
無
論
、
下
等
唯
心
論
者
と
錐
込
、
均
深
く
之
を
信
ず
る
も
の
な
り
」
と
。
　
（
六
頁
）

・
「
論
信
仰
」
で
は
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
　
　
　
し

　
「
信
仰
の
人
を
引
き
て
向
上
せ
し
む
る
億
、
固
よ
り
謳
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
。
か
つ
其
の
功
用
は
能
く
怯
者
を
し
て
勇
た
ら
し
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

弱
者
を
し
て
強
た
ら
し
め
、
散
漫
者
を
し
て
精
進
せ
し
め
、
躁
乱
者
を
し
て
悟
面
せ
し
む
。
歴
史
の
宣
す
る
と
こ
ろ
其
の
偉
大
な
る
成
績

　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
え
　
　
　
　
け
だ
し

は
、
数
を
縷
ぐ
る
べ
か
ら
ず
。
今
の
人
置
に
震
眩
し
て
拠
棄
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
以
為
る
は
、
蓋
し
亦
偶
然
に
非
ざ
ら
ん
。
…
…
…
：
…
・

道
徳
上
の
大
動
力
に
三
あ
り
、
一
を
信
と
い
い
、
二
を
愛
と
い
い
、
三
を
智
と
い
う
（
基
督
教
は
謂
ひ
て
信
愛
望
の
三
者
と
な
す
、
然
れ

ど
も
望
は
信
の
内
に
包
み
て
在
る
な
り
）
・
レ
…
…
…
信
と
愛
と
智
は
、
同
じ
く
三
原
動
ガ
の
一
な
り
と
錐
も
、
然
れ
ど
も
信
と
智
と
を
以

て
較
ぶ
れ
ば
、
即
ち
相
形
な
れ
ど
細
、
信
と
智
ど
は
常
に
相
衝
突
す
る
物
な
り
。
、
・
吾
人
の
智
は
常
に
吾
人
の
信
を
破
除
せ
ん
と
欲
す
。
吾

人
の
信
は
ま
た
常
に
吾
人
の
智
を
閉
塞
せ
ん
と
欲
す
。
然
れ
ど
も
吾
人
を
し
て
信
に
因
ケ
て
智
を
棄
つ
る
は
、
こ
れ
自
ら
文
化
進
歩
の
本

原
を
絶
ぢ
て
、
迷
惑
愚
妄
の
境
地
に
安
ん
ず
る
な
り
。
そ
れ
可
な
ら
ん
か
。
す
べ
て
吾
人
の
信
の
智
と
不
一
致
の
ご
と
き
の
時
は
、
す
な

は
ち
此
の
信
は
無
価
値
な
り
、
保
存
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
．
彼
に
種
々
の
有
力
な
る
功
用
あ
り
と
錐
も
、
此
ら
の
功
用
を
以
て
せ
ば
、

吾
人
を
迷
惑
愚
盲
の
境
地
に
引
導
す
る
に
過
ぎ
ず
、
吾
人
を
レ
て
百
行
逆
施
せ
し
め
、
昌
ぢ
進
化
の
門
よ
り
絶
た
せ
、
有
益
な
ら
し
め
ず

た
だ
害
有
る
の
み
。
」
　
（
二
頁
）
と
、
信
仰
の
ガ
の
過
去
の
歴
史
上
で
の
有
精
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
道
徳
に
お
け
る
智
の
必
要
性

を
、
　
よ
り
強
調
す
る
。

「
智
識
警
か
或
い
は
智
識
簡
単
な
る
人
は
上
に
述
ぶ
る
所
の
如
く
・
麓
鑑
其
の
輯
合
理
的
な
る
信
仰
を
有
す
れ
ど
・
然
れ
ど
も
則
ち

此
ら
の
信
仰
は
・
吾
人
必
ず
し
も
之
を
破
壊
せ
ざ
る
と
讐
・
亦
決
し
て
之
を
提
唱
す
べ
か
ら
ず
・
部
し
智
識
無
き
は
進
む
べ
ぐ
し
て
智

一3
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な

識
有
る
も
の
と
為
り
。
知
識
簡
単
な
る
は
進
む
べ
く
し
て
智
識
高
尚
な
る
も
の
と
為
ら
ん
。
も
し
必
ず
宗
教
家
の
ご
ど
く
、
之
が
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

一
つ
の
堅
固
な
る
信
仰
を
立
つ
・
れ
ば
、
則
ち
異
日
必
ず
其
の
智
識
進
化
の
累
と
為
る
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
し
て
知
る
べ
し
、
凡
そ
今
日

宗
教
を
保
存
を
言
い
、
信
仰
を
提
唱
す
る
者
は
皆
多
事
な
れ
ど
、
皆
有
害
無
利
の
事
な
り
。
か
つ
吾
人
は
其
の
宗
教
の
範
囲
の
智
識
無
き
或

い
は
智
識
簡
単
な
る
人
を
も
っ
て
、
其
を
し
て
理
由
な
き
の
信
を
な
さ
し
む
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
教
育
を
以
て
之
を
啓
発
し
、
其
の
智
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
だ

し
て
之
を
訓
練
せ
し
め
、
其
を
し
て
之
を
愛
し
て
但
し
む
る
こ
と
無
げ
ん
。
蓋
し
智
有
る
は
以
て
其
行
為
を
指
導
し
、
し
か
し
て
智
と
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

と
ま
た
共
同
し
て
之
を
鞭
策
せ
ば
、
則
ち
自
ら
能
く
見
善
し
て
為
さ
ざ
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
為
す
と
こ
ろ
直
な
ら
ざ
る
は
な
し
」
　
（
三

一
頁
）
－
と
。

　
つ
ま
り
下
愚
な
る
が
故
に
、
ひ
と
り
で
に
信
仰
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
の
ひ
と
び
と
を
、
よ
り
智
有
る
も
の
が
、
教
育
に
よ
り
て
啓
発

向
上
せ
し
む
べ
き
道
理
を
披
握
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
の
論
と
い
い
、
後
者
の
論
と
い
い
、
い
ま
だ
徹
底
し
た
社
会
変
革
の
理
論
構
築

は
、
揮
代
英
の
内
部
に
お
い
て
組
み
た
て
ら
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
し
そ
れ
を
導
入
す
る
に
足
る
水
路
は
両
者
を
読
む
と
、
容
易
に
理
解

で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

三

　
さ
て
五
¶
・
四
運
動
後
、
揮
代
英
の
触
角
は
、
以
前
よ
り
以
上
に
遙
か
な
地
点
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
ょ
う
と
熱
望
し
た
。
か
れ
は
一
九

一
九
年
七
月
一
日
に
北
京
で
成
立
を
み
た
『
少
伍
中
国
学
会
』
（
『
少
年
中
国
』
第
一
巻
第
一
〇
号
五
五
頁
）
に
湖
北
武
昌
か
ら
加
入
届
を

提
出
し
た
。
　
（
『
少
毎
中
国
」
・
第
一
巻
第
七
号
六
四
頁
）
か
れ
の
名
は
す
で
に
識
者
の
あ
い
だ
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
留
学

を
し
て
い
た
曽
碕
で
さ
え
、
中
華
大
学
附
属
中
単
発
行
出
代
英
主
編
の
『
新
声
」
の
存
在
を
熟
知
し
て
い
た
。
　
（
『
少
年
自
国
』
第
一
巻

十
一
号
五
九
頁
。
『
新
青
年
』
第
六
巻
第
三
号
、
一
九
一
九
伍
三
月
十
五
日
）
代
英
は
そ
の
頃
、
新
青
年
社
の
依
頼
で
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
の

『
階
級
闘
争
』
　
（
内
輪
一
閑
㊤
竃
。
旧
卒
島
o
O
一
9
。
。
・
。
．
ω
一
票
σ
q
α
q
一
。
）
の
訳
を
し
は
じ
あ
た
。
　
（
「
五
四
時
期
武
漢
的
進
歩
出
物
介
紹
」

『
五
四
時
期
期
首
介
紹
」
四
八
四
頁
）
こ
の
訳
は
新
青
年
叢
書
の
第
八
冊
と
し
て
、
後
日
一
九
二
一
昼
三
月
ご
ろ
広
州
昌
興
馬
路
二
十
六

号
の
新
青
任
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
　
（
『
新
青
年
』
第
八
巻
第
五
号
広
告
、
第
八
巻
第
六
号
広
告
）

　
か
れ
は
訳
了
後
北
京
へ
上
り
李
大
饗
と
会
い
、
ふ
た
た
び
武
昌
に
も
ど
る
と
、
前
に
も
ま
し
て
積
極
的
な
工
作
に
取
組
ん
だ
。
共
存
社

一3
8

一



を
設
立
し
機
関
誌
「
我
椚
的
話
』
を
発
行
。
つ
い
で
互
助
社
を
組
織
し
、
魏
以
新
、
林
口
南
、
彦
張
星
、
黄
負
生
、
李
書
渠
ら
と
機
関
誌

『
互
助
』
を
発
行
し
、
華
々
し
く
社
会
活
動
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
が
、
　
（
前
出
『
五
四
時
期
期
刊
介
紹
」
第
二
集
四
八
五
頁
）
、
一
九
二
〇

年
一
月
二
二
日
付
の
上
海
、
『
時
事
新
報
』
副
刊
の
・
『
学
灯
』
に
「
共
同
生
活
的
社
会
服
務
」
を
投
稿
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
一
九
二
〇
年
三
月
十
三
日
、
李
大
釧
は
北
京
大
学
図
書
館
で
の
少
年
中
国
学
会
の
例
会
で
、
そ
の
編
輯
責
任
者
に
決
定
し
た
が
（
『
小

正
中
国
』
第
一
巻
第
一
〇
号
五
四
頁
）
同
じ
月
、
揮
代
英
は
北
京
に
到
着
、
北
河
沿
椅
子
胡
同
国
陞
公
図
に
移
り
住
ん
だ
。
翌
月
四
月
十

日
、
中
央
公
園
来
今
雨
中
の
学
会
例
会
に
出
席
し
、
少
年
中
国
学
会
叢
書
国
訳
部
専
任
と
な
っ
た
。
　
（
『
少
年
中
国
第
一
巻
第
十
一
号
）

　
こ
う
し
て
か
れ
の
活
躍
は
、
全
国
的
な
舞
台
へ
の
登
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
一
九
二
三
年
八
月
の
『
中
国
青
年
』
編
集
担

当
に
至
る
期
間
の
か
れ
の
主
要
な
論
文
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
一
九
二
〇
毎
四
月
の
『
少
任
中
国
」
第
一
巻
第
十
号
掲
載
の
「
懐
疑
論
」
と
、

同
任
四
月
十
八
日
か
ら
九
月
十
五
日
ま
で
、
三
回
に
わ
た
っ
て
大
論
戦
を
楊
敷
春
と
の
あ
い
だ
に
演
じ
た
『
児
童
公
育
論
』
で
あ
る
。
こ

れ
は
上
海
の
『
学
灯
」
紙
上
で
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
，
「
懐
疑
論
」
か
ら
調
べ
て
み
よ
う
。
文
章
は
口
語
体
で
あ
る
。
こ
こ
に

も
五
四
運
動
の
文
章
改
革
の
顕
著
な
変
化
が
、
か
れ
に
も
す
で
に
表
わ
れ
て
い
る
。
さ
て
は
聖
代
英
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ユ
ロ
ン

　
「
私
が
こ
の
論
文
に
懐
疑
論
と
題
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
闘
羅
（
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
　
憎
竃
讐
。
昌
）
考
え
を
弘
布
し
ょ
う
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
り

の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
ピ
ュ
ロ
ン
の
一
切
の
事
理
に
対
し
て
抱
く
懐
疑
的
態
度
に
．
つ
い
て
は
、
大
い
に
賛
成
で
あ
る
。
だ
が
か
れ
の
説
く

真
の
事
理
は
探
求
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
か
つ
必
ず
し
も
探
求
し
え
な
い
と
い
う
話
に
対
し
て
は
、
全
く
根
本
的
に
反
対
で
あ
る
凶

と
意
見
を
ま
ず
提
示
し
、
そ
の
根
拠
を
、
形
而
上
学
的
、
倫
理
学
的
、
自
然
科
学
的
な
各
方
面
か
ら
、
検
討
を
加
え
て
み
た
。
形
而
上
学

的
に
は
、

　
「
私
た
ち
は
眼
を
閉
じ
て
、
自
分
の
身
体
の
お
で
き
に
さ
わ
っ
て
み
る
と
、
と
っ
て
も
大
き
く
感
じ
る
が
、
眼
を
開
け
る
と
、
か
え
っ

て
実
に
小
さ
“
。
い
っ
た
い
こ
の
お
で
き
は
大
き
い
の
か
小
さ
い
の
か
。
…
…
…
…
…
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
解
か
る
。
私
た
ち
が
感
覚

を
信
じ
、
な
い
し
あ
る
種
の
感
覚
を
信
じ
る
こ
と
は
、
自
然
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
懐
疑
の
余
地
は
な
い
と
思
う
の
は
、
は
た
し
て

た
よ出

罪
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
と
。
」

　
倫
理
学
的
に
は
、

　
「
私
た
ち
は
道
徳
と
は
何
だ
か
知
っ
て
い
る
の
か
。
人
生
の
真
の
目
的
、
真
の
価
値
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
知
？
て
い
る
の
か
。
浮
わ
っ
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い
た
思
想
家
は
、
常
に
道
徳
と
は
聖
人
や
賢
者
の
話
だ
と
か
、
世
俗
の
言
い
伝
え
、
良
心
の
命
令
な
ど
と
説
く
が
、
道
徳
と
は
聖
人
賢
者

の
話
だ
ろ
う
か
。
…
…
…
…
…
…
今
か
ら
十
数
年
前
に
は
、
尊
王
嬢
夷
と
か
、
男
尊
女
卑
と
か
い
っ
た
こ
と
を
、
す
べ
て
世
俗
で
は
天
砂

地
義
と
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、
現
在
で
は
、
一
切
が
根
底
か
ら
覆
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
世
俗
の
言
い
伝
え
に
は
、
少
く

と
も
、
そ
の
内
に
多
く
の
反
道
徳
的
な
と
こ
ろ
を
含
ん
で
い
る
も
の
だ
。
」
、

　
自
然
科
学
的
に
は
、

　
「
愛
思
斯
担
（
国
一
口
。
慶
什
O
一
】
P
）
　
の
相
対
性
原
理
（
汐
ぢ
。
首
り
α
・
o
｛
器
二
二
く
一
げ
累
）
．
が
発
見
さ
れ
る
と
、
物
体
の
現
有
速
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ユ
く
ト
ン

は
増
々
大
と
な
り
、
同
一
の
力
に
対
し
て
得
る
と
こ
ろ
の
加
速
度
は
愈
々
小
さ
く
な
る
こ
が
解
っ
た
。
こ
う
し
て
奈
端
の
第
二
運
動
法
則

が
説
く
運
動
量
の
変
化
と
力
積
と
は
比
例
を
な
す
と
い
う
の
は
、
ま
た
い
さ
さ
か
葬
り
が
た
い
も
の
と
な
っ
た
。
」
な
ど
と
多
く
の
例
を

あ
げ
て
立
論
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
り

　
「
私
の
意
見
は
、
一
切
の
事
理
に
対
レ
て
は
、
．
す
べ
て
懐
疑
的
態
度
を
堅
持
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
み
だ
が
懐
疑
的
事
理
に
対
し
て
は
、

当
然
探
求
し
な
ぐ
て
は
な
ら
な
い
。
・
探
求
し
た
結
果
、
私
た
ち
は
な
お
も
懐
疑
的
態
度
で
そ
れ
に
対
処
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
巴

と
結
論
づ
け
た
。
揮
代
英
の
こ
の
「
懐
疑
論
は
」
は
、
哲
学
的
認
識
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
態
度
を
、
か
れ
自
身
の
内
に
対
し
て
、
反
組
す

る
よ
う
に
問
い
正
し
た
と
言
う
こ
ど
が
で
き
る
。
そ
れ
ば
正
し
か
ら
ざ
る
自
軍
の
思
考
を
、
掃
き
清
め
る
作
業
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
「
児
童
公
育
論
争
」
，
に
つ
い
て
。

　
こ
の
問
題
が
は
じ
め
て
提
出
さ
れ
た
の
は
、
『
新
青
年
」
雑
誌
の
第
六
巻
第
六
号
（
一
九
一
九
年
十
一
月
一
日
）
の
沈
兼
士
「
児
童
公

育
」
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
一
九
二
Q
年
三
丹
一
日
付
の
上
海
時
事
新
報
副
刊
『
学
灯
」
へ
、
楊
三
春
の
「
非
『
児
童
公
育
』
」
・
が
掲
載
さ

れ
た
。
楊
数
回
は
こ
の
中
．
で
、
次
、
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
「
児
童
公
育
」
の
絶
対
反
対
論
で
あ
る
。

　
「
家
庭
を
破
壊
す
る
こ
と
は
と
与
も
な
お
さ
ず
、
社
会
を
破
壊
す
る
ζ
と
で
あ
る
。
．
．
家
庭
は
人
類
が
社
会
を
組
織
す
る
起
点
で
あ
り
、

社
会
本
能
を
発
達
さ
せ
る
翻
心
で
あ
る
。
下
等
動
物
に
家
庭
が
な
い
の
は
社
会
の
な
い
所
以
で
あ
る
。
鳥
や
獣
が
永
久
に
家
庭
を
も
た
な

い
の
も
、
永
久
的
な
社
会
が
な
い
所
以
で
あ
る
。
・
野
蛮
人
の
家
庭
は
、
・
文
明
人
の
よ
う
な
落
ち
着
き
や
、
整
然
さ
は
な
い
、
そ
れ
は
そ
の

社
会
で
も
、
極
め
て
散
漫
か
つ
密
着
性
が
な
い
所
以
で
あ
る
σ
．
…
…
…
・
・
一
…
つ
ま
り
、
・
・
…
…
・
－
家
庭
は
社
会
文
明
を
交
互
に
伝
え
、
社

会
生
存
を
維
持
す
る
重
要
機
，
関
・
で
あ
る
ゆ
児
童
に
忠
義
、
、
．
仁
愛
、
謙
譲
や
お
た
が
い
の
諸
々
の
美
徳
を
養
う
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
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る
。
だ
か
ら
ひ
と
び
と
は
、
・
そ
れ
を
個
人
を
社
会
化
す
る
学
校
で
あ
る
と
い
う
。
児
童
は
家
庭
生
活
の
中
心
で
あ
り
、
児
童
を
養
育
す
る

こ
と
は
、
夫
婦
間
の
感
情
を
こ
と
に
親
愛
に
さ
せ
、
家
庭
お
よ
び
人
生
を
、
「
こ
と
の
外
す
ば
ら
し
い
も
の
に
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
児
童
公
育
は
、
家
庭
を
破
壊
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
家
庭
を
破
壊
さ
せ
る
こ
と
は
、
社
会
を
散
瞳
、
．
不
安
、
混
乱
、
退
化
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
」
　
（
北
京
新
学
会
編
輯
、
上
海
福
回
路
棋
盤
街
転
角
、
中
華
書
棚
経
俵
『
解
放
与
改
造
』
民
国
九
年
（
一
九
二
〇
）
八

月
一
日
発
行
第
二
巻
第
十
五
号
六
七
頁
転
載
『
児
童
公
育
」
的
素
論
」
）

　
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
誌
代
英
は
、
四
月
十
八
日
付
『
学
灯
」
で
の
反
論
「
駁
楊
弓
敷
（
敷
春
の
誤
植
）
君
『
非
児
童
公
理
」
」
を
執
筆

公
開
し
た
。
が
れ
の
論
評
は
鋭
く
、
楊
敷
春
の
依
拠
す
る
社
会
観
を
指
弾
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
「
社
会
は
家
庭
に
罪
っ
て
発
生
し
存
在
す
る
も
の
で
な
く
て
、
社
会
本
能
に
葬
っ
て
発
生
し
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
本
能
の
発

生
と
は
、
つ
ま
り
人
類
が
自
覚
的
あ
る
い
は
不
自
覚
的
に
、
環
境
に
適
応
す
る
進
化
に
よ
っ
て
お
こ
る
も
の
で
あ
る
。
楊
君
は
家
庭
は
社

会
本
能
を
生
起
さ
せ
る
中
心
と
説
い
て
い
る
が
、
や
は
り
家
庭
は
社
会
本
能
か
ら
生
起
、
発
展
す
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
で
な
か

っ
た
ら
、
家
庭
は
何
か
ら
生
起
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
　
（
『
解
放
与
改
造
」
、
第
二
巻
第
十
五
号
、
七
三
頁
）

　
ふ
た
た
び
、
戯
号
春
は
頑
強
に
非
児
童
公
育
論
を
書
き
、
五
月
五
日
付
『
二
身
』
に
送
っ
た
。
　
「
人
間
に
も
し
社
会
的
本
能
が
な
け
れ

ば
、
人
類
は
た
だ
個
別
的
な
家
庭
が
あ
る
ば
か
り
で
、
団
結
し
た
社
会
は
な
い
。
社
会
組
織
の
要
素
は
、
も
と
よ
り
社
会
本
能
で
あ
る
。

た
だ
し
人
間
の
本
能
と
は
、
こ
の
一
種
類
だ
け
で
な
く
、
た
だ
こ
の
一
種
類
の
み
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
社
会
を
生
起
さ
せ
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
夫
婦
が
い
て
、
は
じ
め
て
父
子
、
兄
弟
、
朋
友
、
社
会
が
あ
る
の
で
あ
る
。
も
し
人
間
に
男
女
の
性
と
、
子
を
親
し
く
す
る

本
能
が
な
け
れ
ば
、
人
類
は
と
つ
ぐ
の
昔
に
絶
滅
し
で
い
で
、
そ
こ
に
社
会
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
。
　
（
．
『
解
放
与
改
造
』
第
二
巻
第
十

六
号
智
一
九
二
〇
年
八
月
十
五
日
、
七
一
頁
、
転
載
「
児
童
公
育
的
細
論
」
一
）

　
ま
た
し
て
　
代
英
の
長
文
の
反
駁
論
「
駁
楊
敷
春
君
非
児
童
公
育
」
・
が
、
『
学
灯
」
の
六
月
十
一
日
か
ら
十
四
日
、
六
月
十
六
日
か
ら

二
一
日
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
る
。
か
れ
は
こ
こ
で
社
会
面
書
史
で
の
社
会
の
形
成
変
化
、
母
系
社
会
か
ら
父
系
社
会
へ
の
発
展
が
．
そ

の
唯
物
的
、
経
済
的
理
由
を
基
盤
と
す
る
事
を
、
曽
σ
q
。
一
。
。
。
の
『
家
族
・
私
有
財
産
お
よ
び
重
心
の
起
源
』
を
引
い
て
解
説
し
・
社
会

観
を
次
の
よ
う
に
集
約
し
た
。
、

　
「
結
局
い
わ
ゆ
る
社
会
に
は
各
種
の
形
式
の
社
会
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
家
庭
に
も
各
種
の
形
式
の
家
庭
が
存
在
す
る
。
楊
君
の
第
一
形
、
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式
の
家
庭
こ
そ
が
人
類
が
組
織
し
た
最
初
の
形
式
の
社
会
の
起
点
だ
と
い
う
説
に
は
、
事
実
多
く
の
理
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
も

し
必
ず
あ
る
種
の
社
会
を
「
社
会
」
だ
と
考
え
、
あ
る
種
の
家
庭
を
「
家
庭
」
だ
と
考
え
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
無
論
話
し
合
う
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
や
は
り
理
想
的
家
庭
が
理
想
的
社
会
の
起
点
だ
と
は
信
じ
な
い
。
理
想
の
な
い
社
会
は
、
つ
い
に
は
完
全

に
理
想
的
な
家
庭
の
段
階
に
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
。
そ
の
う
え
、
理
想
的
社
会
は
、
常
に
家
庭
を
も
た
な
い
人
々
の
多
く
の
努

力
に
依
存
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
基
礎
は
、
名
分
関
係
や
血
統
関
係
の
家
庭
と
い
う
よ
り
は
、
相
互
理
解
と
自
由
結
合
の
小
組
織

を
い
う
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
　
（
八
二
頁
）
…
…
…
…
結
論
づ
け
て
い
え
ば
、
私
の
考
え
は
、
世
界
の
す
べ
て
の
改
造
を
み
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
類
は
経
済
的
に
平
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
能
く
す
る
と
こ
ろ
を
尽
く
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の

求
め
る
と
こ
ろ
を
、
取
る
よ
う
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
こ
そ
、
各
種
の
問
題
の
根
本
的
解
決
で

あ
る
か
ら
家
庭
は
私
有
の
産
物
で
あ
り
、
妻
子
は
必
ず
そ
の
戸
主
の
扶
養
に
ま
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
妻
子
は
経
済
的
に
独

立
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
、
戸
主
は
ま
た
は
な
は
だ
負
担
が
重
く
、
永
遠
に
経
済
的
圧
迫
の
下
で
苦
し
む
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
婦
女
を

し
て
独
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
児
童
公
育
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
現
在
の
こ
の
悲
惨
な
文
明
的
社
会
か
ら
、
徹
底
し
た
解
放
に
進

み
い
た
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
」
と
。
　
（
『
解
放
与
改
造
』
第
二
巻
第
十
六
号
一
〇
一
頁
）

　
論
争
は
ま
た
も
、
楊
豊
春
の
六
月
十
五
日
付
「
答
昌
昌
英
君
再
駁
非
児
童
公
育
」
　
（
『
解
放
与
改
造
」
第
二
巻
第
十
六
号
、
一
〇
三
頁

を
さ
そ
う
が
、
す
で
に
旗
色
は
鮮
明
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
一
九
二
〇
年
八
月
、
中
国
共
産
党
成
立
準
備
会
が
上
海
フ
ラ
ン
ス
租
界
環
竜
出
漁
陽
里
二
号
で
開
催
さ
れ
、
発
起
人
七

名
、
内
訳
は
陳
独
秀
、
当
季
陶
、
沈
玄
盧
、
陳
望
道
、
李
漢
俊
、
施
存
統
、
愈
秀
松
で
あ
っ
た
。
陳
独
秀
が
書
記
に
就
任
、
一
年
間
の
準

備
期
間
を
お
い
て
翌
一
九
一
二
毎
七
月
、
第
一
回
全
国
代
表
大
会
を
、
上
海
フ
ラ
ン
ス
租
界
貝
勒
路
の
李
漢
俊
の
家
並
び
に
嘉
興
の
南
湖

で
、
一
週
間
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
第
一
回
代
表
大
会
ま
で
の
一
年
間
、
北
京
、
追
口
、
長
沙
、
広
州
等
に
前
後
し
て
支
部
が
設
置
さ
れ
、

組
織
の
拡
大
が
展
開
さ
れ
は
じ
め
た
。
北
京
支
部
は
一
九
二
〇
年
九
月
に
、
北
京
大
学
教
授
李
大
沼
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
。
黄
凌
霜
、

華
林
、
．
王
寛
林
、
韓
国
蕪
、
郵
中
夏
、
羅
三
楽
、
劉
仁
慈
ら
で
あ
っ
た
。
天
津
で
は
張
聞
天
、
周
忌
来
、
郵
穎
超
、
韓
致
鮮
ら
が
、
広
州

で
は
、
謳
平
山
、
陳
公
博
、
林
租
酒
、
院
囎
仙
ら
が
、
湖
南
で
は
、
毛
沢
東
を
中
心
に
何
叔
衡
、
郭
亮
、
楊
開
慧
ら
が
、
そ
し
て
湖
北
で

は
董
必
武
を
主
に
李
漢
俊
、
陳
潭
秋
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
支
部
を
結
成
し
た
。
揮
演
題
が
入
党
し
た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
　
（
前
出
『
中

一4
2

一



国
共
産
党
史
稿
』
三
一
頁
）

　
恐
ら
く
そ
の
直
後
と
考
え
ら
れ
る
が
、
玉
代
英
は
鼻
曲
で
の
五
四
運
動
当
時
の
若
い
友
人
で
あ
る
李
偉
森
を
伴
っ
て
、
安
徽
省
第
四
師

範
（
宣
城
）
に
赴
任
し
た
。
か
れ
ら
は
農
村
教
育
を
改
革
す
る
七
〇
余
名
の
進
歩
組
織
を
成
立
さ
せ
た
。
さ
ら
に
．
一
九
二
二
年
、
ま
た
も

李
偉
森
を
伴
っ
て
、
四
旧
省
濾
州
に
創
設
さ
れ
た
濾
隣
合
師
範
へ
転
任
、
つ
い
で
同
じ
省
の
成
都
高
等
師
範
学
校
（
校
長
呉
玉
章
）
へ
移

っ
た
。
こ
の
間
、
湖
北
省
黄
岡
で
挙
行
さ
れ
た
青
年
組
織
扇
合
代
表
大
会
に
出
席
、
こ
の
会
に
は
毛
沢
東
の
長
沙
文
化
書
社
代
表
も
参
加

し
た
。
　
（
「
左
朕
時
期
文
芸
界
烈
士
伝
言
」
　
『
左
朕
時
期
無
産
階
級
革
命
文
学
』
一
九
六
二
年
三
月
刊
、
南
京
大
学
申
文
聖
子
、
江
蘇
文

学
出
版
社
、
三
三
〇
頁
。
沈
藻
英
「
揮
代
英
を
憶
う
」
。
陳
農
菲
「
憶
念
李
偉
森
同
志
」
　
『
左
朕
五
烈
士
研
究
資
料
編
目
」
一
九
六
二
年

十
月
、
上
海
文
芸
出
版
社
刊
、
一
六
三
頁
。
『
革
命
烈
士
詩
抄
』
六
三
頁
。
波
多
野
乾
一
編
『
資
料
集
成
中
国
共
産
党
史
」
第
一
巻
二
二

七
頁
。
　
『
中
国
青
年
」
第
四
期
、
一
九
二
三
年
十
一
月
十
日
「
救
自
己
」
。
霞
山
会
編
『
現
代
中
国
人
名
辞
典
一
九
六
六
年
版
」
湯
玉
三
下

　
こ
う
し
て
一
九
二
三
年
八
月
、
上
海
で
中
国
社
会
主
義
青
年
団
第
二
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
題
下
英
の
任
務
は
、
そ
の
後
こ
の
工
作

に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

四

　
「
中
国
社
会
主
義
青
年
団
は
、
一
九
二
〇
年
八
月
に
上
海
の
八
人
の
社
会
主
義
者
た
ち
が
、
社
会
の
改
造
と
主
義
の
普
及
の
た
め
に
結

成
し
た
の
が
、
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
二
一
鉦
五
月
に
、
内
部
の
争
い
で
一
時
解
散
、
十
一
月
に
再
建
、
第
一
回
全
国
代
表
大

会
を
、
一
九
二
二
伍
五
月
五
月
広
州
で
開
催
し
て
い
た
。
　
（
霊
菌
「
中
国
共
産
主
義
青
年
団
五
年
来
的
奮
闘
」
　
『
申
国
青
年
」
第
九
三
・

九
四
期
合
併
号
、
一
九
二
五
年
九
月
七
日
）

　
中
国
社
会
主
義
青
斗
出
が
、
申
国
共
産
主
義
青
白
団
と
改
称
さ
れ
た
の
は
、
第
三
回
全
国
大
会
の
一
九
二
五
年
二
月
で
あ
る
。
一
九
二

三
年
二
月
七
日
、
上
海
大
学
が
直
属
譜
面
西
摩
路
に
開
学
さ
れ
た
。
　
（
一
九
二
五
伍
五
月
三
〇
日
以
後
は
間
北
青
雲
路
に
移
る
）
校
長
干

当
所
、
副
部
力
子
、
社
会
科
学
主
任
教
授
星
三
白
、
教
授
陣
郵
中
夏
、
沈
雁
捧
（
茅
盾
）
、
暴
漢
、
等
で
あ
っ
た
。
上
海
に
来
た
二
代
英

も
そ
の
教
授
と
な
っ
た
。
　
（
前
出
「
中
国
共
産
主
義
青
年
団
五
重
前
葉
奮
闘
」
。
　
中
夏
著
『
中
国
職
工
運
動
二
藍
」
一
九
四
九
任
九
月
、

人
民
出
版
社
刊
、
二
五
六
頁
）
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一
九
二
三
年
十
月
二
十
日
、
中
国
社
会
主
義
青
年
団
は
機
関
誌
『
申
国
青
年
」
を
上
海
、
中
国
青
伍
社
か
ら
発
行
し
は
じ
め
た
。
十
一

月
一
日
に
上
海
書
店
が
民
国
路
に
創
設
さ
れ
た
の
．
で
、
第
五
期
目
ら
は
同
書
店
が
発
行
所
と
な
っ
た
。
同
時
中
国
共
産
党
の
主
要
工
作
は
、

こ
の
青
年
団
活
動
に
あ
っ
た
の
で
、
青
年
・
団
担
当
は
最
重
要
機
関
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
当
初
数
期
の
「
中
国
青
年
」
編
輯
は
、
郵
中
夏

が
担
当
し
て
い
た
が
、
や
が
て
全
面
的
に
薄
曇
英
に
交
代
し
た
。
か
れ
は
中
国
社
会
主
義
青
年
団
中
央
委
員
、
．
同
申
央
宣
伝
部
長
、
中
国

社
会
主
義
青
年
団
申
央
委
員
、
同
中
央
宣
伝
部
長
、
中
国
社
会
主
義
青
年
団
総
書
記
と
し
て
激
務
の
工
作
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
一
九

二
五
年
五
月
三
〇
日
の
五
・
珊
運
動
の
時
期
に
は
、
全
国
学
生
朕
合
会
中
国
共
産
主
義
青
年
団
党
総
書
記
と
し
て
、
そ
の
白
昼
の
指
導
者

め
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
間
、
国
共
が
合
作
し
、
か
れ
は
一
九
二
六
年
一
月
、
国
民
党
二
尊
大
会
で
、
中
央
執
行
委
員
会
委
員
に
当

選
し
て
い
る
。
同
年
二
月
、
広
州
の
黄
尊
号
学
校
主
任
政
治
教
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
五
月
、
広
州
第
六
回
農
民
講
習
所

の
指
導
を
も
兼
ね
て
、
「
中
国
史
概
要
」
を
講
義
し
て
い
る
。
こ
の
三
智
間
に
、
か
れ
は
青
年
団
機
関
誌
『
中
国
青
年
』
に
息
も
つ
か
ぬ

程
の
論
説
を
書
い
た
。
ま
た
次
の
よ
う
な
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
『
反
帝
国
主
義
運
動
」
、
『
反
対
基
督
教
運
動
』
、
『
平
民
千
字
課
』

（
各
地
平
民
学
校
教
材
）
以
上
上
海
書
店
刊
。
　
『
中
国
国
民
党
与
労
働
運
動
』
、
　
『
中
国
国
民
党
与
農
民
運
動
』
以
上
広
州
中
央
軍
事
政

治
学
井
開
。
　
『
中
国
民
族
革
命
運
動
史
」
中
華
全
国
総
工
会
省
港
罷
工
委
員
会
古
綿
、
野
卑
英
講
な
ど
が
あ
る
。
　
（
前
出
「
中
国
共
産
主

義
青
伍
団
五
罪
来
的
奮
闘
」
。
徐
白
餅
「
上
海
書
店
回
憶
録
」
、
静
「
第
一
次
国
内
革
命
戦
争
時
期
出
版
物
白
目
」
、
単
帯
盧
輯
註
『
中

国
現
代
出
版
史
料
』
賢
君
、
一
九
五
四
伍
十
二
月
、
中
華
書
局
刊
、
六
｝
頁
、
六
二
頁
）
　
、
『
資
料
集
成
中
国
共
産
党
史
』
第
一
巻
一
ご
噌

七
頁
。
『
革
命
烈
士
詩
抄
」
六
四
頁
。
波
多
野
乾
一
『
毛
沢
東
と
中
国
の
勇
胆
」
昭
和
二
十
一
年
八
月
、
帝
国
書
院
刊
、
一
六
七
頁
。
『

中
国
共
産
党
史
稿
」
＝
六
頁
。
　
『
中
国
青
翠
』
第
四
巻
五
九
一
頁
。
　
『
第
一
次
国
内
革
命
戦
争
時
期
的
農
民
運
動
』
【
九
五
三
年
十
月
、

人
民
出
版
社
編
輯
出
版
二
三
頁
。
）

　
さ
て
こ
の
慌
し
い
時
期
の
か
れ
の
思
想
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
五
項
目
に
要
約
さ
れ
る
。

　
ま
ず
第
一
が
「
反
国
家
主
義
論
」
で
あ
る
。
代
英
は
一
九
一
九
年
半
五
四
運
動
時
期
に
は
、
ま
だ
『
わ
れ
ら
黄
帝
の
子
孫
』
意
識
が
濃
厚

で
あ
っ
た
が
、
『
国
家
主
義
者
的
誤
解
』
　
（
『
中
国
青
年
」
第
五
一
期
、
．
一
九
二
早
年
十
一
月
一
日
）
で
は
、
徹
底
的
に
否
定
し
去
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
余
号
砲
、
黒
鯛
三
、
陳
皇
天
ら
の
「
醒
獅
派
」
に
対
し
て
、
そ
の
時
代
錯
誤
性
を
鋭
く
糾
弾
し
て
い
る
。
　
（
「
評
醒
獅
派
」

『
中
国
青
年
』
七
一
二
期
、
一
九
二
五
年
四
月
二
五
日
目
　
「
答
醒
獅
周
報
三
十
二
期
的
鼻
茸
」
　
（
同
八
二
期
、
同
年
七
月
十
八
日
目
）
つ
い
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で
張
子
柱
、
．
曽
碕
、
強
弓
卿
ら
の
新
国
家
主
義
者
に
も
烈
し
い
批
難
を
浴
せ
か
け
て
い
る
。
　
（
「
与
論
珀
漏
精
論
新
国
家
主
義
」
　
『
中
国

青
毎
』
七
三
期
、
一
九
二
五
年
四
月
四
日
。
　
「
国
家
主
義
与
新
国
家
主
義
」
　
（
同
、
九
八
期
）
か
れ
は
「
国
家
主
義
者
は
ど
う
し
て
も
国

家
観
念
で
も
う
て
階
級
意
識
を
お
し
倒
そ
う
と
思
っ
て
い
る
」
　
（
「
答
醒
獅
周
報
三
十
二
期
的
質
難
」
）
と
分
析
し
て
い
る
。

　
第
二
が
「
宗
教
画
定
論
」
で
あ
る
。
か
っ
て
の
、
「
論
信
仰
」
の
延
長
線
上
の
も
の
で
あ
る
が
、
一
層
そ
の
理
論
は
き
び
し
さ
を
と
も
な

っ
て
い
る
。
特
に
射
る
矢
は
基
督
教
に
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。
　
「
基
督
教
与
人
格
救
国
」
　
（
『
中
国
青
伍
』
三
期
、
一
九
二
三
隼
十
一
月
三

．
日
）
　
「
真
諦
為
甚
磨
反
対
基
督
教
～
」
　
（
同
、
八
期
、
同
伍
十
二
月
八
日
）
、
　
「
耶
鯨
的
力
量
」
　
（
同
、
一
〇
〇
期
、
一
九
二
五
年
十
月

．
十
日
）
そ
し
て
最
も
ま
と
ま
っ
た
論
と
し
て
「
耶
鮮
・
孔
子
与
革
命
青
年
」
　
（
同
、
一
二
〇
期
、
一
九
蝋
、
一
六
鉦
五
月
二
二
日
）
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
広
州
の
嶺
南
大
学
で
の
演
説
文
で
あ
る
。

　
「
か
れ
ら
（
教
会
中
的
好
人
）
は
明
ら
か
に
中
国
民
衆
が
、
帝
国
主
義
の
軍
閥
の
脚
下
に
踏
ま
れ
て
い
る
の
を
，
眼
の
あ
た
り
に
見
て
い

て
も
、
に
だ
平
和
で
忍
従
の
教
訓
を
守
り
つ
づ
け
、
帝
国
主
義
の
軍
閥
の
脚
下
に
躁
踊
さ
れ
て
い
る
中
国
民
衆
に
向
っ
て
乎
相
と
忍
従
の
道
を

説
く
、
…
…
わ
た
し
は
我
々
の
中
国
同
胞
が
こ
の
よ
う
な
人
に
よ
っ
て
躁
踊
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
に
忍
び
な
い
が
た
め
に
、
基
督
教
に
反
対
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
。

　
第
三
億
「
女
性
解
放
論
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
さ
き
の
三
主
春
と
の
大
論
争
で
あ
っ
た
「
児
童
公
育
」
論
の
発
展
で
あ
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
全
体
の
解
放
が
あ
る
だ
け
で
、
個
人
の
解
放
は
な
い
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
コ
…
…
…
…
…
わ
れ
わ
れ

の
唯
一
の
希
望
は
、
、
す
な
わ
ち
真
の
自
己
の
解
放
を
求
め
る
た
め
に
、
献
身
的
に
社
会
の
為
に
な
す
こ
と
の
で
き
る
女
性
た
ち
を
見
つ
け

出
し
て
、
こ
の
種
の
工
作
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
　
（
「
婦
女
運
動
」
　
『
中
国
青
年
』
六
九
期
、
一
九
二
五
年
三
月
七
日
）

　
第
四
は
「
革
命
文
学
論
」
で
あ
る
。

　
「
わ
た
し
は
現
在
の
新
文
学
が
、
も
し
国
民
の
精
神
を
激
発
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
し
て
民
族
独
立
と
民
主
的
革
命
運

動
に
従
事
さ
せ
れ
ば
、
当
然
一
般
人
の
尊
敬
を
受
け
る
は
ず
だ
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
種
の
文
学
が
、
つ
い
に
は
八
股
文
の

よ
う
に
無
用
に
す
ぎ
な
い
か
、
み
る
い
は
ま
だ
悪
い
影
響
を
生
ず
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
れ
れ
わ
れ
は
必
ず
し
も
、
そ
れ
が
い
か
な
る
文
学

上
の
価
値
を
所
有
し
て
い
．
る
か
を
尋
ね
る
こ
と
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
八
股
文
に
反
対
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
反
対
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
」
　
（
「
八
股
P
」
『
申
国
青
年
』
八
期
、
一
九
二
三
年
十
二
月
八
丁
）
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「
無
論
、
先
に
革
命
的
感
情
が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
革
命
文
学
は
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
」
　
（
「
文
学
与
革
命
」
　
（
同
、
三
一
期
、

一
九
二
四
年
五
月
十
七
日
）

　
第
五
が
「
革
命
実
践
論
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
列
門
下
中
国
的
革
命
」
　
（
『
中
国
青
年
』
十
六
期
、
一
九
二
四
年
二
月
二
日
）
、
　
「

何
謂
国
民
革
命
？
」
　
（
同
、
二
〇
期
、
同
年
三
月
一
日
）
、
　
「
中
国
革
命
与
世
界
革
命
（
同
、
三
五
期
、
同
年
六
月
十
四
日
中
な
ど
の
文

が
あ
る
が
、
　
「
革
命
勢
力
与
反
革
命
勢
力
」
　
（
同
、
八
三
期
、
一
九
二
五
矩
七
月
二
三
日
）
に
、
特
に
鮮
明
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
筆
名

は
但
一
を
使
用
す
る
。
，

　
「
な
に
が
革
命
の
勢
力
で
あ
る
か
。
第
一
は
労
働
者
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
第
二
は
学
生
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
第
三
は
小
商
人
で
あ

る
。
…
…
…
…
…
第
四
は
農
民
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
第
五
は
兵
士
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
か
れ
ら
は
み
な
社
会
で
比
較
的
地
位
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ロ

も
の
で
あ
る
。
た
だ
か
れ
ら
の
み
が
常
に
革
命
の
力
で
あ
る
」
と
。
つ
ま
り
こ
の
中
に
は
民
族
資
本
家
や
、
進
歩
的
知
識
人
が
包
含
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
と
、
革
命
の
主
力
が
、
第
一
に
労
働
者
、
第
二
に
学
生
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
農
民
は
第
四
の
順
位
と
し
て

把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
後
の
毛
沢
東
の
主
張
、
実
行
す
る
中
国
革
命
は
農
民
革
命
だ
と
す
る
思
考
と
は
、

一
九
二
五
年
時
点
と
は
い
え
、
明
ら
か
に
異
相
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
孫
文
の
没
後
、
指
導
権
を
確
保
し
た
蒋
介
石
に
よ
る
北
伐
軍
が
、
一
九
二
六
年
七
月
二
六
日
、
広
州
を
発
進
す
る
や
、
揮
代

英
も
湖
北
省
政
治
委
員
、
並
び
に
国
民
革
命
軍
総
政
治
部
秘
書
長
と
し
て
従
軍
し
た
。
一
九
二
六
年
秋
、
故
郷
武
豊
で
亡
妻
の
妹
で
あ
る

沈
藻
英
と
結
婚
、
一
九
二
七
年
春
に
は
武
漢
軍
事
政
治
学
校
主
任
に
就
任
。
同
年
八
月
一
日
の
南
昌
起
義
に
参
加
、
革
命
委
員
会
メ
ン
バ

ー
に
名
を
列
ね
た
。
八
月
七
．
日
の
中
国
共
産
党
会
議
（
今
旦
）
に
出
席
、
ボ
ロ
ジ
ン
、
ロ
イ
、
陳
独
秀
に
よ
る
日
和
見
路
線
を
否
定
、
盟

秋
白
総
書
記
の
も
と
で
の
中
央
委
員
と
な
っ
た
。
南
昌
か
ら
部
隊
と
と
も
に
南
下
、
十
二
月
十
一
日
目
広
州
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
を
指
導
、
崩

壊
後
香
港
に
て
党
秘
密
工
作
に
従
事
し
て
い
た
が
、
一
九
二
八
年
秋
、
上
海
へ
呼
び
も
ど
さ
れ
た
。
　
（
前
出
『
毛
沢
東
と
中
国
の
紅
星
』

一
六
七
頁
。
　
『
革
命
烈
士
詩
抄
」
六
四
頁
。
　
『
中
国
共
産
党
史
稿
」
二
〇
九
頁
。
　
『
資
料
集
成
中
国
共
産
党
史
』
二
一
一
七
頁
。
沈
下
英
「

揮
代
英
を
憶
う
」
。
　
『
解
放
与
改
造
』
第
二
巻
第
十
六
号
九
八
頁
）

　
以
上
を
顧
っ
て
み
る
に
、
中
唐
英
は
胡
華
の
言
う
よ
う
に
、
．
五
四
以
前
の
新
文
化
運
動
の
啓
蒙
者
で
、
中
国
に
お
け
る
初
期
コ
ミ
ュ
ニ

ズ
ム
思
患
を
受
容
し
た
知
識
人
の
一
人
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
五
四
運
動
後
、
社
会
実
践
と
く
に
教
育
文
化
工
作
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の
分
野
で
、
中
心
的
な
指
導
を
果
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
無
論
そ
の
理
論
並
び
に
実
践
は
、
陳
独
秀
、
耳
聞
白
、
李
立
三
時
期

と
い
う
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
三
一
年
の
石
蟹
と
左
傾
の
動
乱
の
な
か
で
、
革
命
主
力
に
農
民
を
立
て
え
な
か
っ
た
偏
向
は
あ
る
も
の
の
、

　
「
わ
た
し
は
信
ず
る
、
肯
え
て
自
己
を
犠
牲
に
し
て
良
心
に
従
え
ば
、
意
志
は
ま
す
ま
す
強
固
に
な
る
も
の
だ
」
　
（
『
少
伍
中
国
』
第

一
巻
第
十
二
期
、
一
九
二
〇
年
六
月
、
六
二
頁
）
と
い
う
変
革
精
神
は
、
時
々
刻
々
光
芒
の
如
く
そ
の
人
生
を
貫
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
一

緕
ｵ
八
・
六
・
三
〇
）
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